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クラウドサービス 月額5万円で実運用できる
有価証券管理システム用PaaS環境

Pr o fi l e

産運用会社の有価証券管理業務において、事実上のデフ

ァクトスタンダードいえるほど普及しているXNETというサ

ービスがあります。このXNETサービスを利用しているお

客様向けに、新たにクラウドサービスを開発したのがソ

ラン株式会社です。稲森氏を中心とする営業部隊が200

社余りの機関投資家のお客様の声を直接ヒアリング。

「smartXプラットフォームサービス」という名で、2010年

10月から有価証券管理システム用PaaS環境として提供

が開始されました。

　「我々ソランは、XNET社さんの創業当初（1991年）か

ら有価証券管理用XNETシステムのアプリケーション開

発を行い、そのためのデータベース製品も提供してきまし

た。また、2004年にはXNET用回線サービスも弊社が開

発し、現在では専用のVPN回線となっています。しかし、

20年を経て、XNETサービスを利用されるお客様からは、

クラウド化の波をひしひしと感じる要望が寄せられてい

ました」。そうした市場の変化にいち早く応えていかなけ

ればならないと語る稲森氏。浮かび上がった機関投資家

の皆さんのニーズはどのようなものだったのだろうか。

　「これまでのXNETサ－ビスは、アプリケーションを

単独で販売するわけではなく、月額利用料をいただく

ASPに近いサービスでした。しかし、サーバはお客様自

身で保有、乗せるアプリケーションをサービスとして

提供するものでした。小規模の機関投資家さんですと

サーバは1台で済むわけですが、大規模なお客様は数

十台のサーバを抱えなければなりません。本業ではな

いサーバ管理業務が負担となり、そこに人員やスペース

も割きたくない、OSのバージョンアップ対応も大変だ。

そういうニーズが高まるとともに、昨今のサーバ統合

やDR（災害復旧対策）サイトの構築というインフラ改

革のニーズも浮上し、ソランとしては機関投資家のお

客様がインフラを持たずにXNETサービスを受けるク

ラウドの時代がきたと考えたわけです」（稲森氏）

　そこで、最初にお客様が満足される月額5万円とい

う利用料を決め、その実現に必要な開発コストやイン

フラコストを算出してサービスを企画開発したといい

ます。この顧客発想から生まれた、クラウド時代の新

サービス。開発の成否を決めたのは、小さく始めて無理

なく拡張できるAvanceソフトウェアにあったのです。

「これからは、資産運用管理のために自前でサーバを持つのはやめたい。
サーバ統合やDRサイト構築などにも時間・手間・コストをかけたくない」。
そんなXNETユーザである機関投資家200社余りの声を聞いて開発された、
クラウド型の低コスト・高可用性の有価証券管理システム用PaaS環境
「smartXプラットフォームサービス」。この新サービス開発を可能にしたのが、
Stratus Avanceソフトウェアです。
採用に至った理由とビジョンを、ソラン株式会社　稲森高司氏にお聞きしました。
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「ソランは、有価証券の管理
業務で、市場を二分する
XNETサービス向けの
安価なクラウドサービス
を開発しました。
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二重化、5年リース運用
から算出したものです」
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　本サービスは、最初の企画段階から1区画・月額5万

円という設定をしましたと語る稲森氏。「この利用料

を実現するには、Avanceソフトウェアの値ごろ感が魅

力だったわけですが、それだけではありません。最初

に大きな投資をして、サービス区画をユーザ数で割れ

ば月額単価はもっと安くできるのですが、市場規模が

見えており、サービスのスタートは小規模から始めた

い。そう決めていましたので、物理サーバ1:1の小規模

の二重化された仮想環境から拡張していけるAvance

ソフトウェアを選んだわけです」（稲森氏）

　一般的なクラウドサービスの場合、VMware等で冗

長化構成をしようとすると、ある程度大規模（1,000～

2,000区画）でないとペイしないといわれます。N:1で

二重化はできますが、高価な共有ディスクが必要に

なり、リスクが大きいわけです。

　日本ストラタステクノロジーは、評価機を3ヶ月間に

わたって提供し、CTCSPの技術者とともに、稲森氏の

疑問点の事前検証を徹底的に行いました。

　「まず私自身は、XNETのアプリケーションがちゃん

とAvance上で動くかどうかが心配だったのですが、問

題ありませんでした。あとは月額5万円の料金で回収

できる構築・運用のコストかどうかが心配でした。

A v a n c e選択の理由
安価かつ小規模の二重化からスタートできる

A v a n c eの検証
料金を左右するのは障害時の手間

今後の展開
リスクのないサービス拡張
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わり、ライブマイグレーションが
可能となっています。

Stratus Avance™ソフトウェア
仮想化プラットフォームで、
99.99％以上の可用性を実現。
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障害が発生したときに、どれくらい手間がかかるか

じっくりテストしました。何から何までエラーメッセー

ジが出てしまうと運用の手間は膨らむばかりです。

本当に対応が必要なメッセージだけがきちんと出て適

切に対応できるか。それが明確にならないとサービス

コストを下げられませんから。そこでとことんテストして、

実際の構築は2ヶ月かかっていないはずです。CTCSP

さんには、定例会を開いて、事前にハードおよびソフ

トの障害や課題を解決していく体制作りを進めてもら

っています」（稲森氏）

「このサービスは、当初18区画程度を想定、Avance

ソフトウェアはわずか２セットです。これで初年度の

投資回収は問題なくできます。2012年度には60区画

ぐらいを予定しています。もしもお客様が部署や拠点

を変更された場合でも、仮想環境上でサービスを提

供していますので、柔軟かつ迅速に対応することがで

きます。また、サーバが弊社側にあるため、有価証券

の管理業務自体をアウトソーシングしたいお客様にも

魅力のあるオプションサービスをご用意しています」

と稲森氏。

今や金融機関では、災害復旧対策が必須。そこで、

本番サービスとしてsmartXプラットフォームサービス

を使うだけでなく、今後は別のデータセンターを作っ

てDRサービスも提供していく計画だという。
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